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 触針式の形状測定機によって、非軸対称面の断面曲線を評価するとき問題に

なる、 試料の取り付け誤差を座標変換によって除去する手法について検討して

いる。以下に要約する。 

1. 取り付け誤差を求める手法として、多点シンプレックス法、ソート型遺

伝的アルゴリズム、 ルーレット型遺伝的アルゴリズム、ランダム適応型

探索を適用し、比較、検討した。  

2. その結果、多点シンプレックス法が測定精度、演算時間において、他の

手法より優れていた。 その繰返し性は 0.26μm(rms)で、1本の断面曲線

についての演算時間は約 2分であった。 これらの値は、眼鏡用のレンズ

などの測定において、十分に実用的であった。 
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